
 

 120 

問 22．あなたは、消費生活センターを知っていますか？（○は１つだけ） 

 

６６６６．．．．消費生活消費生活消費生活消費生活センターセンターセンターセンターについてについてについてについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 消費生活センターの認知度・利用状況をたずねた。「知っているが、利用したことが

ない」が 59.8％と最も高く、次いで「知らない」が 28.6％、「知っていて、利用したこ

とがある」が 8.6％などとなっている。 

 “知っている”（「知っていて、利用したことがある」＋「知っているが、利用したこ

とがない」）は 68.4％となっている。（図 6-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別にみると、『女性』で“知っている”（「知っていて、利用したことがある」＋「知

っているが、利用したことがない」）が 70.2％となっており、『男性』に比べ 4 ポイン

ト高くなっている。（図 6-2） 

8.8

8.3

61.4

57.9

26.7

31.5
2.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

【回答数=821】

男性

【回答数=639】

8.6 59.8
28.6 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図 6-1 消費生活センターの認知度・利用状況 

知っていて、

利用したこ

とがある 

知っているが、利用

したことはない 

知らない 無回答 

【回答数＝1,481】 

図 6-2 性別 消費生活センターの認知度・利用状況 

知っていて、

利用したこ

とがある 

知っているが、利用

したことはない 知らない 無回答 
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 年代別にみると、いずれも“知っている”（「知っていて、利用したことがある」＋「知

っているが、利用したことがない」）は半数を超えており、なかでも『60 歳代』は 77.5％

と最も高くなっている。また、『50 歳代』で「知っていて、利用したことがある」が 14.1％

と全体（8.6％）に比べ高くなっている一方、『20 歳代』で「知らない」が 46.5％と最

も高くなっている。（図 6-3） 

 

 

 

 

 

図 6-3 年代別 消費生活センターの認知度・利用状況 

知っていて、

利用したこ

とがある 

知っているが、利用

したことはない 知らない 無回答 

9.1

8.5

14.1

7.6

7.3

58.2

69.0

55.3

60.4

59.2

48.6

24.2

19.3

30.1

31.3

33.0

46.5

8.4

3.2

0.5

0.7

0.5

1.43.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

【回答数=285】

60歳代

【回答数=342】

50歳代

【回答数=206】

40歳代

【回答数=275】

30歳代

【回答数=218】

20歳代

【回答数=144】
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 地域別にみると、いずれも全体と同様の傾向となっているが、消費生活センターのあ

る『Ｄ地域』で「知っていて、利用したことがある」が 11.2％と最も高くなっている。

『Ｇ地域』で「知らない」が 32.9％と他の地域に比べ最も高くなっている。（図 6-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.8

8.5

8.2

11.2

7.1

7.8

7.0

55.8

63.3

58.8

60.1

58.9

61.3

59.1

32.9

25.8

28.9

23.6

32.0

28.1

32.2

2.5

2.5

4.1

5.1

2.0

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｇ地域

【回答数=240】

Ｆ地域

【回答数=283】

Ｅ地域

【回答数=97】

Ｄ地域

【回答数=276】

Ｃ地域

【回答数=197】

Ｂ地域

【回答数=217】

Ａ地域

【回答数=171】

図 6-4 地域別 消費生活センターの認知度・利用状況 

知っていて、

利用したこ

とがある 

知っているが、利用

したことはない 知らない 無回答 
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問 22-1．あなたは、消費生活センターをどのようにして知りましたか？ 

     （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費生活センターを知っている人の認知方法をたずねた。「東大阪市の広報紙（市政

だよりなど）」が 66.3％と最も高く、次いで「家族、知人、友人」（19.2％）、「東大阪

市のホームページ」（10.1％）、「ケーブルテレビ（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）」（7.9％）などの

順となっている。（図 6-5） 

 

図 6-5 消費生活センターの認知方法（複数回答） 

【回答数＝1,013】 

(MA％) 

問問問問 22222222 でででで「「「「１１１１．．．．知知知知っていてっていてっていてっていて、、、、利用利用利用利用したことがあるしたことがあるしたことがあるしたことがある」「」「」「」「２２２２．．．．知知知知っているがっているがっているがっているが、、、、利用利用利用利用したしたしたした

ことはないことはないことはないことはない」」」」をををを選選選選んだんだんだんだ方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。    
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7.9

0 20 40 60 80

　　無回答

その他
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開催する講座

消費生活展

駅の啓発ポスター

駅前などでの街頭啓発

布施駅前再開発ビルの

電光表示板

消費生活センターだより

「暮らしのスクラム」

ケーブルテレビ

（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市のホームページ

家族、知人、友人

東大阪市の広報紙

（市政だよりなど）
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20 歳代          30 歳代            40 歳代 

 【回答数=75】        【回答数=145】        【回答数=187】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 歳代           60 歳代            70 歳以上  

 【回答数=143】       【回答数=265】        【回答数=192】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別に上位５項目をみると、『20 歳代』を除き「東大阪市の広報紙（市政だよりな

ど）」が最も高くなっており、『70 歳以上』で 79.2％と最も高くなっている。 

また、『20 歳代』『30 歳代』で「家族、知人、友人」が全体（19.2％）に比べ約１割

程度高くなっている。さらに、『20 歳代』で「東大阪市のホームページ」が 21.3％と全

体（10.1％）に比べ 11.2 ポイント高くなっているが、年代が上がるにつれ減少傾向と

なっている。（図 6-6） 

 

図 6-6 年代別 消費生活センターの認知方法【上位５項目】（複数回答） 

1.3

9.3

21.3

28.0

26.7
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消費生活センターだより

「暮らしのスクラム」

　　　ケーブルテレビ

　（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市の

ホームページ

家族、知人、友人

東大阪市の広報紙

（市政だよりなど）

4.1

3.4

13.1

27.6

49.7
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消費生活センターだより

「暮らしのスクラム」

　　　ケーブルテレビ

　（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市の

ホームページ

家族、知人、友人

東大阪市の広報紙

（市政だよりなど）

20.8

6.3

6.8

6.3

79.2

0 20 40 60 80

消費生活センターだより

「暮らしのスクラム」

　　　ケーブルテレビ

　（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市の

ホームページ

家族、知人、友人

東大阪市の広報紙

（市政だよりなど）

(MA％) (MA％) 
(MA％) 

(MA％) (MA％) (MA％) 

4.8

16.0

11.2

10.2

67.4

0 20 40 60 80

消費生活センターだより

「暮らしのスクラム」

　　　ケーブルテレビ

　（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市の

ホームページ

家族、知人、友人

東大阪市の広報紙

（市政だよりなど）

3.5

5.6

16.1

10.5

72.0

0 20 40 60 80

消費生活センターだより

「暮らしのスクラム」

　　　ケーブルテレビ

　（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市の

ホームページ

家族、知人、友人

東大阪市の広報紙

（市政だよりなど）

7.9

9.8

7.2

14.3

74.0

0 20 40 60 80

消費生活センターだより

「暮らしのスクラム」

　　　ケーブルテレビ

　（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市の

ホームページ

家族、知人、友人

東大阪市の広報紙

（市政だよりなど）
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Ａ地域            Ｂ地域           Ｃ地域 

 【回答数=113】        【回答数=150】       【回答数=130】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ地域            Ｅ地域           Ｆ地域 

 【回答数=197】        【回答数=65】        【回答数=203】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ地域 

 【回答数=155】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域別に上位５項目をみると、『Ｂ地域』で「東大阪市のホームページ」が 4.0％と

全体（10.1％）に比べ 6.1 ポイント低くなっている。『Ｅ地域』で「ケーブルテレビ（Ｊ

－ＣＯＭ東大阪）」が０％となっている。（図 6-7）

図 6-7 地域別 消費生活センターの認知方法【上位５項目】（複数回答） 
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ホームページ
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（市政だよりなど）
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24.6
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　（Ｊ－ＣＯＭ東大阪）

東大阪市の
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問 22-2．あなたが、消費生活センターを利用された目的は何ですか？ 

      （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 消費生活センターを知っていて利用したことがある人に利用目的をたずねた。「消費

生活に関する相談を受けるため」が 69.3％と最も高く、次いで「消費生活情報などの

収集のため」（9.4％）、「消費生活展に参加するため」（6.3％）などとなっている。（図

6-8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-8 消費生活センターの利用目的（複数回答） 

(MA％) 

【回答数＝127】 

0.8

9.4

5.5

6.3

9.4

69.3

0 20 40 60 80

無回答

その他

消費生活センターが開催する講座に

参加するため

消費生活展に参加するため

消費生活情報などの収集のため

消費生活に関する相談を受けるため

問問問問 22222222 でででで「「「「１１１１．．．．知知知知っていてっていてっていてっていて、、、、利用利用利用利用したことがあるしたことがあるしたことがあるしたことがある」」」」をををを選選選選んだんだんだんだ方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。    
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 20 歳代            30 歳代            40 歳代 

 【回答数=5】         【回答数=16】         【回答数=21】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 50 歳代            60 歳代            70 歳以上 

     【回答数=29】         【回答数=29】         【回答数=26】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別に上位５項目をみると、いずれも「消費生活に関する相談を受けるため」が

最も高くなっている。一方、『70 歳以上』で「消費生活情報などの収集のため」「消

費生活展に参加するため」が同率で 19.2％と全体（9.4％，6.3％）に比べ高くなって

いる。（図 6-9） 

 

 

 

 

図 6-9 年代別 消費生活センターの利用目的【上位５項目】（複数回答） 
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Ａ地域           Ｂ地域            Ｃ地域 

 【回答数=12】        【回答数=17】         【回答数=14】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｄ地域           Ｅ地域            Ｆ地域 

 【回答数=31】        【回答数=8】         【回答数=24】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｇ地域 

 【回答数=21】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域別に上位５項目をみると、いずれも「消費生活に関する相談を受けるため」が最

も高くなっている。なかでも『Ｂ地域』で 88.2％と最も高くなっている。一方、『Ｄ地

域』で 54.8％と最も低くなっている。（図 6-10）

図 6-10 地域別 消費生活センターの利用目的【上位５項目】（複数回答） 
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問 23．あなたは、「暮らしのスクラム」を知っていますか？（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「暮らしのスクラム」の認知度・閲読状況をたずねた。「知らない」が 72.7％で最も

高く、次いで「知っているが、ほとんど読まない」が 10.6％、「知っていて、時々読ん

でいる」が 10.5％などとなっている。“知っている”（「知っていて、よく読んでいる」

＋「知っていて、時々読んでいる」＋「知っているが、ほとんど読まない」）は 22.7％

となっている。（図 6-11） 

 

 

1.6

10.5 10.6 72.7 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図 6-11 「暮らしのスクラム」の認知度・閲読状況 

【回答数＝1,481】 

知っているが、 

ほとんど読まない 

知っていて、

時々読んで

いる 

知っていて、

よく読んで

いる 

知らない 無回答 
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 年代別にみると、『60 歳代』で“読んでいる”（「知っていて、よく読んでいる」＋「知

っていて、時々読んでいる」）は 19.9％と最も高く、次いで『70 歳以上』で 17.6％、『40

歳代』で 8.8％などとなっている。 

 一方、『20 歳代』で「知らない」が 90.3％と最も高くなっている。（図 6-12） 

3.2

2.9

14.4

17.0

14.7

10.5

8.3

12.4

8.7

56.1

64.6

81.6

76.7

83.0

90.3

11.6

5.0

1.9

2.2

0.9

2.8

0.9

0.4

0.5

6.4

8.4

7.8

2.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

【回答数=285】

60歳代

【回答数=342】

50歳代

【回答数=206】

40歳代

【回答数=275】

30歳代

【回答数=218】

20歳代

【回答数=144】

図 6-12 年代別 「暮らしのスクラム」の認知度・閲読状況 

知っているが、 

ほとんど読まない 

知っていて、

時々読んで

いる 

知っていて、

よく読んで

いる 知らない 無回答 
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地域別にみると、『Ｅ地域』で“読んでいる”（「知っていて、よく読んでいる」＋「知

っていて、時々読んでいる」）が 5.2％と最も低くなっている。一方、『Ｆ地域』で 15.5％

と最も高くなっている。（図 6-13） 

 

10.4

14.1

10.8

10.2

14.4

11.6

11.7

7.8

9.4

73.3

70.3

73.2

68.5

73.1

75.6

78.4

4.2

3.9

7.2

6.2

3.6

4.6

4.1

1.4

1.3

3.3

1.0

1.4

1.2

5.2

10.5

10.7

10.6

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｇ地域

【回答数=240】

Ｆ地域

【回答数=283】

Ｅ地域

【回答数=97】

Ｄ地域

【回答数=276】

Ｃ地域

【回答数=197】

Ｂ地域

【回答数=217】

Ａ地域

【回答数=171】

図 6-13 地域別 「暮らしのスクラム」の認知度・閲読状況 

知っている

が、ほとんど

読まない 

知っていて、

時々読んでいる 

知っていて、

よく読んで

いる 
知らない 無回答 
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問 24．あなたは、悪質商法の被害にあったことがありますか？（○は 1 つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 悪質商法の被害状況をたずねた。「被害にあったことはない」が 69.5％と最も高く、

次いで「被害にあいそうになったことがある」が 18.8％、「被害にあったことがある」

が 8.2％の順となっている。（図 6-14） 

8.2 18.8
69.5 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図 6-14 悪質商法の被害状況 

【回答数＝1,481】 

被害にあったことはない 

被害にあいそう

になったことが

ある 

被害にあった

ことがある 

無回答 
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 年代別にみると、『30 歳代』で「被害にあったことがある」が 10.6％と最も高く、『40

歳代』以上年代が上がるにつれ低くなっている。一方、『20 歳代』で 4.2％と最も低く

なっている。（図 6-15） 

図 6-15 年代別 悪質商法の被害状況 

被害にあったことはない 

被害にあいそうに

なったことがある 

被害にあった

ことがある 無回答 

6.7

7.9

15.1

17.8

68.8

70.2

68.9

68.7

67.0

76.4

9.5

4.1

1.0

1.1

0.5

1.44.2

10.6

10.2

8.7

22.0

20.0

21.4

18.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

【回答数=285】

60歳代

【回答数=342】

50歳代

【回答数=206】

40歳代

【回答数=275】

30歳代

【回答数=218】

20歳代

【回答数=144】
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家族構成別にみると、『三世代世帯（祖父母と親と子どもなど）』で「被害にあったこ

とがある」が 19.7％と最も高く、次いで『単身世帯（一人暮らし）』が 8.9％、『二世代

世帯（親と子どもなど）』が 8.3％などとなっている。（図 6-16） 

図 6-16 家族構成別 悪質商法の被害状況 

被害にあったことはない 

被害にあいそうに

なったことがある 

被害にあった

ことがある 無回答 

4.9

19.7

17.1

14.5

75.6

65.8

68.4

73.8

65.1

2.4

2.1

4.3

7.88.9

6.0

8.3

18.2

15.9

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

【回答数=41】

　　　　　　三世代世帯

（祖父母と親と子どもなど）

               【回答数=76】

　二世代世帯

（親と子どもなど）

   【回答数=757】

夫婦のみ

【回答数=397】

単身世帯

（一人暮らし）

【回答数=192】
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問 24-1．それはどのような悪質商法でしたか？（○はいくつでも） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害にあったり、あいそうになった悪質商法をたずねた。「点検商法」が 27.3％と最

も高く、次いで「ワンクリック請求」（22.0％）、「マルチ商法」（17.0％）、「キャッチ

セールス」（15.5％）などの順となっている。（図 6-17） 

図 6-17 被害にあったり、あいそうになった悪質商法（複数回答） 

(MA％) 

【回答数＝400】 

問問問問 24242424 でででで「「「「１１１１．．．．被害被害被害被害にあったことがあるにあったことがあるにあったことがあるにあったことがある」」」」「「「「２２２２．．．．被害被害被害被害にあいそうになったことがあるにあいそうになったことがあるにあいそうになったことがあるにあいそうになったことがある」」」」

をををを選選選選んだんだんだんだ方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。    

22.0

17.0

15.5

11.0

10.5

9.5

8.3

9.3

9.8

27.3

0 10 20 30

無回答

その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利殖商法

（未公開株、投資信託など、必ず儲かると投資を勧誘する。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次々販売

（ふとん、エステ、リフォーム工事など、次々に契約させる。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　サイドビジネス商法

（健康食品やパソコン内職など、在宅の仕事で高収入が

　　　　得られると勧誘し、高額な教材等を売りつける。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　催眠商法

（ふとん、健康食品など無料の商品配布を口実に

　　人を集め、最終的に高額な商品を売りつける。）

　　　　　　　　　　　　キャッチセールス

（化粧品、エステなどアンケート調査と声を

　　　かけ商品やサービスを契約させる。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルチ商法

（健康商品、化粧品、商品等の販売員となり、商品を誰か

　　　　に販売すれば高収入になると勧誘し、契約させる。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワンクリック請求

（インターネット、携帯メールによる身に覚えのない不当請求）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点検商法

（屋根・床下工事、耐震工事、浄水器・ふとん、修理サービスなど

　点検を口実に家にあがり込み、商品やサービスを契約させる。）
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  男性                女性 

  【回答数=157】           【回答数=239】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別に上位５項目をみると、『女性』で「点検商法」が 27.6％、「マルチ商法」が 20.5％、

「キャッチセールス」が 19.2％、「催眠商法」が 14.6％と『男性』に比べ高くなってい

る。一方、「ワンクリック請求」は『男性』の方が『女性』を 10.7 ポイント高くなって

いる。（図 6-18） 

19.2

20.5

18.0

27.6

14.6

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

図 6-18 性別 被害にあったり、あいそうになった悪質商法【上位５項目】（複数回答） 

5.1

10.2

12.1

28.7

26.1

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

(MA％) (MA％) 
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20 歳代           30 歳代            40 歳代 

 【回答数=32】        【回答数=71】         【回答数=83】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 歳代           60 歳代            70 歳以上 

【回答数=62】        【回答数=88】         【回答数=62】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別に上位５項目をみると、『20 歳代』から『40 歳代』で「ワンクリック請求」が

全体（22.0％）に比べ高くなっている。同様に『20 歳代』から『40 歳代』で「キャッ

チセールス」（全体 15.5％）、『50 歳代』から『70 歳以上』で「催眠商法」（全体 11.0％）、

『60 歳代』『70 歳以上』で「点検商法」（全体 27.3％）が全体に比べ高くなっている。

（図 6-19） 

図 6-19 年代別 被害にあったり、あいそうになった悪質商法【上位５項目】（複数回答） 

3.1

15.6

18.8

59.4

15.6

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

2.8

31.0

14.1

28.2

23.9

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

9.6

21.7

24.1

32.5

20.5

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

17.7

11.3

17.7

14.5

19.4

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

6.8

14.8

10.2

38.6

11.4

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

19.4

6.5

12.9

6.5

35.5

0 20 40 60 80

催眠商法

キャッチセールス

マルチ商法

ワンクリック請求

点検商法

(MA％) (MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) (MA％) 
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問 24-2．あなたは被害にあったり、被害にあいそうになったとき、どうされまし

たか？（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悪質商法の被害にあったり、あいそうになった時の対処をたずねた。「家族に相談し

た」が 37.5％と最も高く、次いで「誰にも相談しなかった」が 25.3％、「知人、友人

に相談した」が 19.5％などとなっている。（図 6-20） 

 

4.8

15.3

16.5

19.5

25.3

37.5

0 20 40 60

　　無回答

その他

消費生活センターに相談した

知人、友人に相談した

誰にも相談しなかった

家族に相談した

図 6-20 悪質商法の被害にあったり、あいそうになった時の対処（複数回答） 

【回答数＝400】 

(MA％) 
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  男性                女性 

   【回答数=157】           【回答数=239】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別に上位５項目をみると、『男性』は「誰にも相談しなかった」が 29.9％と最も高

くなっている。一方、『女性』は「家族に相談した」が 43.5％と全体（37.5％）に比べ

6.0 ポイント高くなっており、『男性』を 14.2 ポイント高くなっている。（図 6-21） 

図 6-21 性別 悪質商法の被害にあったり、あいそうになった時の対処 

     【上位５項目】（複数回答） 

16.6

19.1

17.2

29.9

29.3

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

14.6

14.6

21.3

22.6

43.5

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

    に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

(MA％) (MA％) 
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20 歳代          30 歳代            40 歳代 

【回答数=32】        【回答数=71】         【回答数=83】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 50 歳代           60 歳代            70 歳以上 

   【回答数=62】        【回答数=88】         【回答数=62】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別に上位５項目についてみると、『40 歳代』で「知人、友人に相談した」が 30.1％

と全体（19.5％）に比べ 10.6 ポイント高くなっており、『20 歳代』で「消費生活セン

ターに相談した」は 6.3％と全体（16.5％）に比べ 10.2 ポイント低くなっている。（図

6-22） 

図 6-22 年代別 悪質商法の被害にあったり、あいそうになった時の対処 

          【上位５項目】（複数回答） 

12.5

6.3

18.8

25.0

46.9

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

19.7

15.5

15.5

21.1

49.3

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

14.5

13.3

30.1

22.9

31.3

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

16.1

24.2

24.2

22.6

32.3

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

14.8

18.2

12.5

31.8

34.1

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

12.9

17.7

16.1

27.4

38.7

0 20 40 60 80

その他

消費生活センター

に相談した

知人、友人に

相談した

誰にも相談しな

かった

家族に相談した

(MA％) (MA％) (MA％) 

(MA％) (MA％) (MA％) 


